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西暦　　　　年　　月　　日
九州大学病院長

実施診療科：○○○○科
責任医師名：○○○○　　印
受託研究契約の締結について

　下記の受託研究について、九州大学受託研究規則実施細則第６条第２項に定められた各号を満たしておりますので、研究開始日を契約締結日としていただきますよう、よろしくお取り計らい願います。
記

１．依頼者名　　○○○○株式会社
２．研究課題名　○○○○使用成績調査
３．九州大学受託研究実施細則第６条第２項について

☑研究費の納付を待たずに受託研究を開始しなければならない事情がある。
　⇒（事情：一日も早く本調査への参加を望んでいる患者がいるため。）

☑依頼者が受託研究契約において研究費を確かに納付することを約している。

　⇒（受託研究契約書第２条参照）
☑依頼者の財務状態が健全である。
⇒（別紙参照）

以上
―――――――（以下関係規則抜粋）―――――――
九州大学受託研究規則 第８条第１項及び第２項
第８条　委託者は、受託契約に定める研究費を原則として当該受託研究の開始前に納付しなければならない。この場合において、研究期間を複数期間に区分し、期間毎に当該期間に要する研究費を分割して前納することができるものとする。
２　前項の規定にかかわらず、別に定める場合においては、研究費を当該受託研究の開始日以降に納付することができる。
九州大学受託研究規則実施細則 第６条第２項

２　規則第８条第２項に規定する研究費を当該受託研究の開始日以降に納付することができる場合とは、次の各号のいずれにも該当する場合とする。
(1)　研究費の納付を待たずに受託研究を開始しなければならない事情がある場合
(2)　民間機関等が受託研究契約において研究費を確かに納付することを約した場合
(3)　民間機関等の財務状態が健全であることを確認できた場合
